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◆新型コロナＰＣＲ検査料助成◆新型コロナＰＣＲ検査料助成
◆感染症・災害時に備えて◆感染症・災害時に備えて



新 型 コ ロ ナ 関 連 情 報

ＰＣＲ検査費用を一部助成します
　町では、皆さんの新型コロナ感染症の不安解消のため、ＰＣＲ検査費用の一部を助成します。

※検査結果は町にも報告されます。
※症状がある場合は診察をお勧めします。本事業の助成の対象にはなりません。
※本事業の検査結果報告書は海外渡航時に必要な検査証明書ではないことをご了承ください。

【お問い合わせ】　広尾町健康管理センター　☎２-５１２２

対象

（１）町民（住民票がある方）
（２）町内に通勤・通学されている町外在住の方
※どちらも、感染の不安がある
　「無症状」の方

料金 ２, ２００円
検査費用22,000円のうち19,800円を町が負担

場所 広尾町国民健康保険病院

検査
方法

PCR検査（だ液）
毎週月～木曜 /定員５人

だ液を専用容器に入れ提出します
外部検査機関で検査しますので、結果は翌日以降に
なります

PCR 検査（鼻腔）
毎週火曜 /定員２人

鼻腔を綿棒でこすったものを検体として使用します
結果は当日判明します

注意⚠
・�検査当日は健康保険証を必ず
持参してください

・�感染症対策のためお問い合わ
せは電話でお願いします

感染の不安がある方の例

●感染拡大地域へ行った
●感染者と接触したが
　検査の対象外となった
●普段会わない人と行動した
●�大人数、長時間、マスクなし
で飲食をした　など

検査から助成までのながれ

①

④

②

⑤

③
健康管理センターに
電話（☎2-5122）で助成の申請
をします

町国保病院へ検査料金をお支払
いください

広尾町国保病院に
電話（☎2-5788）で検査の予約
をします

検査結果報告書を受け取ります

指定の日時に町国保病院で検査
を受けます
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新 型 コ ロ ナ 関 連 情 報

１週間分の生活必需品や食料品を備蓄しましょう

ワクチン追加接種（３回目）のおしらせ

　新型コロナ感染症が流行しています。ご自身やご家族が感染して自宅療養になった場合や、

感染の疑いのある方として自宅待機する場合は、無症状でも７日間は外出が困難になります。

　災害に備えるのと同様に、できるだけ１週間分の生活必需品や食料品を準備しましょう。

～新型コロナ感染症・災害時に備えて～

下のＱＲコードを読み取ると、
農林水産省の「災害時に備
えた食品ストックガイド」が
ご覧になれます。

　２回目の接種から一定の期間を経過した18歳以上の希望する方に、追加接種を行ってい
ます。
　詳しくは接種券に同封するお知らせをご確認ください。
　接種券が届かないなどのお問い合わせは・・・
　広尾町新型コロナワクチン専用電話２－５１２３（平日８時30分～17時15分）まで

対象者 接種可能時期
２回目接種完了日から 接種券の発送

65歳以上の方 ６か月経過した日以降 ほぼ発送完了

18歳～64歳の方 ７か月経過した日以降 左記接種可能時期までに発送

自宅療養に備えた食料品・日用品の例
食料品

水分補給ができるもの スポーツ飲料、経口補水液、
ゼリー飲料など

体調がすぐれないときで
も食べやすいもの

レトルトのおかゆ、パッ
クご飯、冷凍うどんなど

調理が不要で簡単に食べ
られるもの

レトルト食品、缶詰、即
席スープ、冷凍食品など

日用品

常備品、解熱鎮痛薬、体温計、アルコール消毒液、
マスク、トイレットペーパーなど

【お問い合わせ】　広尾町健康管理センター　☎２-５１２２
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【
火
災
概
況
】

　

火
災
出
動
件
数
は
、
４
件
（
前

年
５
件
）
で
、
内
訳
は
建
物
火
災

２
件
、
そ
の
他
２
件
で
し
た
。

　

火
災
に
よ
り
ケ
ガ
を
さ
れ
た
方

も
い
ま
す
。
ゴ
ミ
焼
き
は
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
火
災

予
防
へ
の
意
識
を
持
ち
、
安
心
で

安
全
な
火
災
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
町
民
の
皆
様
の
火
災
予

防
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
救
助
概
況
】

　

救
助
出
動
件
数
は
、
６
件
（
前

年
３
件
）
で
、
内
訳
は
交
通
事
故

３
件
、
自
然
災
害
１
件
、
建
物
事

故
１
件
、
そ
の
他
１
件
と
な
り
ま

し
た
。

　

車
を
運
転
し
て
い
る
時
に
は
、

無
理
な
追
い
越
し
や
ス
マ
ホ
の
操

作
な
ど
の
危
険
な
行
為
は
絶
対
に

行
わ
な
い
よ
う
、
常
に
安
全
に
配

慮
し
た
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
救
急
概
況
】

　

救
急
出
動
件
数
は
、
３
０
２
件

（
前
年
２
８
８
件
）、
搬
送
人
員
は

２
８
４
人
（
前
年
２
７
４
人
）
で

し
た
。

　

出
動
件
数
の
半
数
は
急
病
に
よ

る
出
動
で
、
心
疾
患
、
脳
疾
患
、

消
化
器
系
に
よ
る
も
の
が
多
く
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、転
倒
等
に
よ
り
ケ
ガ
を

す
る
方
が
前
年
よ
り
増
え
て
い
ま
す
。

【
災
害
概
況
】

　

災
害
等
出
動
件
数
は
合
計
28
件

（
前
年
10
件
）
で
、
内
訳
は
警
戒

出
動
が
４
件
、
風
水
害
出
動
は
21

件
、
そ
の
他
３
件
で
し
た
。

　

風
水
害
に
つ
い
て
は
２
月
に
発

生
し
た
暴
風
・
強
風
に
よ
る
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
春
や
秋
に

は
強
い
風
が
吹
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
古
い
建
物
や
強
度
に
不
安
の

あ
る
建
物
に
つ
い
て
は
穏
や
か
な

季
節
に
補
強
な
ど
を
実
施
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

強
風
の
み
な
ら
ず
、
近
年
は
異

常
気
象
や
地
震
等
に
よ
り
、
今
ま

で
に
体
験
し
た
事
の
な
い
よ
う
な

災
害
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て

い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
対

処
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
災
害

へ
の
備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

令和３年の消防活動状況

●令和３年度　全国統一防火標語●
『おうち時間　家族で点検　火の始末』
広尾消防署では令和３年の消防活動状況を次のとおりまとめました。
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【
火
災
予
防
】

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
義
務
化
か

ら
10
年
以
上
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
お
住
ま
い
の
家
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る

場
合
で
、
10
年
を
経
過
し
て
い
る

も
の
は
電
池
の
交
換
、
ま
た
は
本

体
を
新
品
と
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

定
期
的
に
作
動
確
認
を
実
施
し
、

火
災
か
ら
大
切
な
お
住
ま
い
と
家

族
の
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

『
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
』

対
策
１　

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
。

対
策
２　

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー

テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

対
策
３　

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に

消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を

設
置
す
る
。

対
策
４　

お
年
寄
り
や
身
体
の
不

自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

所
、
町
内
会
で
協
力
す
る
。

習
慣
１　

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に

や
め
る
。

習
慣
２　
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
は
、

燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

習
慣
３　

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ

ば
を
離
れ
る
時
は
、
必
ず
火
を
消

す
。

【
消
防
水
利
】

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際

に
、生
活
用
水
の
供
給
や
火
災
発

生
時
の
消
火
用
水
と
し
て
活
用
す

る
防
火
水
槽
が
、町
内
に
多
数
設

置
し
て
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
整
備

を
進
め
る
こ
と
で
、よ
り
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
管
理
に
伴
う
工
事
車
両

や
清
掃
作
業
に
よ
り
通
行
の
妨
げ

や
騒
音
等
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が

ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
防
火
水
槽
や
消
火
栓
は
、

火
災
が
発
生
し
た
と
き
に
使
用
す

る
大
切
な
施
設
で
あ
る
た
め
、
降

雪
時
は
、
職
団
員
に
よ
り
早
急
に

除
雪
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
多
く

の
町
民
の
皆
様
に
除
雪
作
業
に
ご

理
解
い
た
だ
い
て
い
る
と
と
も
に
、

近
隣
の
方
の
ご
厚
意
で
除
雪
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
場
所
も
多
々
見

ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
救
命
講
習
会
】

　

消
防
署
で
は
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
学
ぶ
救

命
講
習
会
を
随
時
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
３
年
中
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

へ
の
感
染
防
止
対
策
を
行
い
な
が

ら
、
10
回
で
１
３
３
人
の
方
が
受

講
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
な
た
の
家
族
や
友
人
な
ど
の

命
を
救
う
た
め
に
、
救
命
講
習
会

を
受
講
し
て
知
識
と
技
術
を
学
び

ま
し
ょ
う
。

【
消
防
団
】

　

消
防
団
は
、
消
火
活
動
の
み
な

ら
ず
、
地
震
や
風
水
害
等
多
数
の

動
員
を
必
要
と
す
る
大
規
模
災
害

時
の
救
助
救
出
活
動
、
避
難
誘
導
、

災
害
防
御
活
動
な
ど
非
常
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
平
常
時
に
お
い
て
も
、
住

民
へ
の
防
火
指
導
、
巡
回
広
報
、

特
別
警
戒
等
、
地
域
に
密
着
し
た

活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
地
域
に

お
け
る
消
防
力
・
防
災
力
の
向
上
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

広
尾
町
消
防
団
で
は
消
防
団
員

の
入
団
を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま

す
の
で
活
動
内
容
等
の
詳
細
を
知

り
た
い
方
、
入
団
を
御
希
望
の
方

は
広
尾
消
防
署
ま
で
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
広
尾
消
防
署

　
☎　

２
‐
２
７
３
０
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○○詳詳ししくくはは、、おお住住ままいいのの市市区区町町村村のの窓窓口口へへおお問問いい合合せせくくだだささいい。。

◎同一の市区町村内で転居する場合

[転居した日から14日以内に]
転居届を提出

（正当な理由がなく住民票の異動の届出をしない場合、
５万円以下の過料に処されることがあります。）

[転入した日から14日以内に]
転出証明書を添えて
転入届を提出

◎他の市区町村に転出・転入する場合
[転出前に]
転出届を提出して
転出証明書を受け取る

引越前の
市区町村

引越先の
市区町村

お住まいの
市区町村

入学・就職・転勤等による引越しで、住所を異動される方は、

窓窓口口ででのの「「正正確確なな住住所所のの届届出出」」がが必必要要でですす！！

○○住住民民票票のの住住所所のの異異動動届届((転転出出届届・・転転入入届届・・転転居居届届ななどど))はは、、

国国民民健健康康保保険険及及びび国国民民年年金金のの資資格格のの確確認認やや、、

選選挙挙人人名名簿簿へへのの登登録録ななどどににつつななががるる大大切切なな手手続続でですす｡｡

○○身身分分証証明明書書ととななるる「「ママイイナナンンババーーカカーードド」」のの「「住住所所」」等等はは、、

最最新新ののももののににすするる必必要要ががあありりまますす。。

◆◆住住民民票票のの異異動動届届（（転転出出届届、、転転入入届届、、転転居居届届等等））のの手手続続きき方方法法

0123456789ABCDEF

氏氏名名 番号 花子

平成元年 3月31日生

住住所所 ○○県□□市△△町◇丁目○番地▽▽号

11223344

2025年 3月31日まで有効

性性別別 女

□□市長

(おもて面)

※現在、住民票等に方書（アパート名やマンション名等）が表示されておらず、表示することを希望する
方は手続きが必要です。
※届出時には本人確認を行っていますので、運転免許証などの本人確認書類を必ずお持ちください。
【お問い合わせ】住民係　☎２-０１７１
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

牛乳・乳製品の消費拡大にご協力を！
　新型コロナの影響により乳製品の需要が落ち込み、昨年末には 5,000ｔもの生乳が廃棄の危
機にさらされました。消費拡大運動や町民の皆さんの協力により生乳廃棄は免れましたが、学
校給食などの需要が落ち込む春休みは、再び生乳廃棄の危機が高まります。
　広尾町は酪農が盛んな町です。農家さんが搾った大切な生乳が廃棄されないよう、ご家庭で
の牛乳、バター、チーズなど乳製品の積極的な消費にご協力をお願いします。

動画つくりました！
　乳製品の消費拡大を促すため、
「牛乳チャレンジ」と題して動画を撮影しました。
　ぜひご覧ください！
　右のＱＲコードからご覧いただけます。

【役場内広尾町農政推進協議会事務局　☎２－０１７９】

書道講座　新春書初船
ふなだまさい

霊祭

書道の楽しさにふれる豊漁と航海の安全を願って

広尾書道会（代表：笹川秀華さん）主催の書道講座が８～９日の２日
間開催され、親子連れなど延べ30人が参加しました。この講座は町民
を対象に同会が毎年開催している体験講座で、今年は新春書初をテー
マに参加者が思い思いの文字を書きました。会場となった児童福祉会
館では、広尾高校書道部５人による書道パフォーマンスも披露され、
部長の大内歩

ほ の か
夏さん（２年）は、「YOASOBI の『群青』に合わせて

書いた。町民の皆さんに披露するのは初めてだったので緊張したが、
今年の始まりをしっかり表せて良かった」と話しました。

今年１年の豊漁と安全操業を祈願する、広尾漁業協同組合
（亀田元教組合長）主催の船霊祭が十勝神社で開催されま
した。新型コロナ感染対策のため、出席者は漁協役職員約
20人と規模を縮小しての開催となりました。亀田組合長は

「今年も厳しくなる見込みだが、地に足を付け、常に前を
見て乗り切ることが肝要。皆さんのご協力をお願いしたい」
とあいさつしました。
また十勝港では停留する漁船に大漁旗が掲げられていました。

１/
８

１/
11

大漁旗を掲げる漁船（撮影：十勝港漁港区）大漁旗を掲げる漁船（撮影：十勝港漁港区） 2.1×2.7ｍの紙に文字を書き込んだ広尾高校書道部の皆さん2.1×2.7ｍの紙に文字を書き込んだ広尾高校書道部の皆さん
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

子ども料理教室

独居高齢者等世帯除雪作業

交通安全祈願祭

冬休みに料理を勉強

降 雪 56 セ ン チ

交通事故ゼロを願って

子ども料理教室が健康管理センターで開催され、小学生９
人が参加しました。冒頭に同施設の管理栄養士から、塩分
摂取量と体の関係について簡単な説明があり、その後料理
実習を行いました。料理はおにぎり、豚汁、卵焼き、かぼ
ちゃパイの４品で、子ども達は真剣に実習に取り組み、出
来上がった料理を美味しそうに食べていました。参加した
柴崎藍さんは「かぼちゃパイの生地をフォークでくっつけ
るのが楽しかった」と話しました。

１月11日からの強い冬型の気圧配置の影響で、一晩で56セ

ンチの降雪となりました。この日役場職員17人が町内の独

居高齢者等75世帯を訪問し、除雪作業を行いました。除雪作

業に参加した役場職員は、「突然の大雪だったので、お役に

立てれば幸いです」と話しました。

広尾町地域安全推進協議会、交通安全部連絡協議会、交通安
全協会の３団体主催の交通安全署名簿奉納・交通安全祈願
祭が十勝神社で行われ、関係者10人が参列しました。町民5,046
人と28事業所分の署名簿を奉納した後、１年間の無事故と
交通安全を願って玉串を捧げました。地域安全推進協議会
の山内英成会長は「交通事故ゼロを目指し、町民一同気を
引き締めていきたい」と決意を述べました。

１/
13

１/
12

１/
14

修祓（お祓い）を受ける参列者修祓（お祓い）を受ける参列者 職員から教えてもらいながら料理をする子どもたち職員から教えてもらいながら料理をする子どもたち

「災害時等における福祉用具等物資
の供給等協力に関する協定」締結

災害時の連携を強化

（一社）日本福祉用具供給協会との災害協定締結式が行わ
れました。本協定は地震や風水害等の災害時に、避難所等
で必要とされる介護ベッドや車椅子といった介護用品・衛
生用品等の福祉用具等物資を確保するというもので、当日
出席した北海道支部の高橋和則副支部長は「連携を更に深
め、町民の方々が住みよい環境づくりに尽力したい」と話
しました。

１/
12

左から、高橋副支部長、村瀨町長左から、高橋副支部長、村瀨町長 除雪作業を行う役場職員除雪作業を行う役場職員

8広報ひろお　2022年（令和４年）３月号



タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

ひろお保育園節分豆まき

広尾中学校
避難所運営ゲーム（Do はぐ）訓練

川崎正幸さんより寄附

帯広地方法人会広尾地区会より
備品の寄贈

鬼 は 外、福 は 内！

楽しく学ぶ、避難所運営

社会福祉に役立てて

施設入所者のために

ひろお保育園で節分豆まきが行われ、２～５歳の園児97人
が参加しました。子どもたちはそれぞれ鬼の被りものを頭
につけ、先生の話に耳を傾けていると、うしろから鬼が登場。
驚いて泣いてしまう子どももいましたが、鬼に向かって頑張っ
て豆を投げていました。参加した川井葉

は
七
な

ちゃんは「鬼は
怖かったけど、豆まきは楽しかった。」と話しました。

広尾中学校で「Do はぐ（避難所運営ゲーム北海道版）」が
開かれ、１，２年生合わせて84人が参加しました。この訓練
は250枚のカードに示された様々な条件を、グループで話
し合って解決していく防災教育カードゲームで、生徒たち
は協力しながらゲームを進めていました。２年Ｂ組の宝泉
玄
はるか

さんは「この訓練を通して、実際に災害があった際には
自分も避難所運営の力になりたいと思った」と話しました。

町内在住の川崎正幸さんから社会福祉基金として500万円
の寄附をいただきました。今回で６年連続６回目の寄附と
なります。今回の寄附は、昨年亡くなられたお父様と以前か
らお話しして決めていたそうです。川崎さんは「父母の介
護を経験し、介護現場の大変さを知っていた。寄附は町の社
会福祉に役立ててほしい」と思いを話してくれました。村瀨
町長は「これまで頂いた寄附同様、川崎さんのご厚意に応
えられるよう役立てたい」と感謝を述べました。

公益社団法人帯広地方法人会広尾地区会（山本満会長）よ
り、生活支援ハウスなごみに液晶テレビや空気清浄器など
の寄贈をいただきました。寄贈式で山本会長が「入所者の
皆さんの楽しみやコロナ対策に役立てられればと思います」
と話すと、村瀨町長は「入所者の方々も喜んでくれると思
います」と感謝を伝えました。法人会は地域に根差した企
業として今後も社会貢献活動に取り組んで下さるとのこと
です。

２/
３

１/
19

２/
４

１/
26

左から、村瀨町長、山本会長左から、村瀨町長、山本会長

左から、村瀨町長、川崎さん左から、村瀨町長、川崎さん

協力してゲームに取り組む生徒たち協力してゲームに取り組む生徒たち

豆まきの様子豆まきの様子
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
国
保
病
院
職
員　
募
集

会
計
年
度
任
用
職
員　
募
集

○
職
種･

募
集
人
数･
給
料･

応
募
資
格

 

※
次
の
金
額
は
最
低
賃
金
額
で
す
。

 　
経
験
年
数
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

　

 

臨
時
職
員
も
昇
給
あ
り
ま
す
。

（
正
規
職
員
）

・
薬
剤
師　
１
人

　
月
額
：
２
１
０
，
５
０
０
円
～

　
資
格
：
薬
剤
師
免
許
の
有
資
格
者

・
看
護
師
・
准
看
護
師　
若
干
名

　
月
額
（
看
護
師
）：

２
０
０
，
７
０
０
円
～

　
月
額
（
准
看
護
師
）：

１
６
５
，
３
０
０
円
～

※
別
途
夜
勤
手
当
等
各
種
手
当
あ
り

　
資
格
：
看
護
師
又
は
准
看
護
師
免
許

　
　
　
　
の
有
資
格
者

・
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士　

若
干
名

　
月
額
：
１
７
７
，
４
０
０
円
～

　
資
格
：
理
学
療
法
士
又
は
作
業
療

　
　
　
　
法
士
の
有
資
格
者

・
医
療
事
務
職
員　
１
人

　
月
額
：
１
５
０
，
６
０
０
円
～

　
資
格
：
１
年
以
上
の
実
務
経
験
者

（
臨
時
職
員
）

･

看
護
助
手
（
病
棟
業
務
）　
若
干
名

　
月
額
：
１
５
３
，
９
０
０
円
～

　
※
経
歴
、
資
格
（
介
護
福
祉
士
）

　
　
の
有
無
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

　
　
別
途
、
夜
勤
手
当
等
あ
り
。

【
建
設
水
道
課
車
両
係
】

○ 
職
種・募
集
人
数・給
料・応
募
資
格・

雇
用
期
間

※ 

経
験
年
数
に
よ
り
給
与
額
を
算
定
し
ま
す
。

・
フ
ル
タ
イ
ム
道
路
維
持
作
業
員

　
６
人

　
給
料
：
２
３
４
，
３
０
０
円
～

　
資
格
： 

大
型
運
転
免
許
・
大
型
特
殊

運
転
免
許
・
建
設
機
械
免
許

　
雇
用
期
間
：
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
令
和
５
年
３
月
31
日

・ 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
道
路
維
持
・
清
掃
作

業
員　
３
人

　
日
額
：
８
，
８
０
０
円

　
資
格
：
普
通
運
転
免
許

　
雇
用
期
間
：
５
月
上
旬
～
11
月
中
旬

○
応
募
方
法

　

 

３
月
30
日
（
水
）
ま
で
に
履
歴
書
（
顔

写
真
添
付
）
を
、
車
両
係
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

募
集

　
資
格
：
60
歳
未
満
の
健
康
な
方

○
雇
用
期
間　
４
月
１
日
～

○
応
募
方
法

　
 
履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
）
に
各
免
許

証
を
添
え
、
国
保
病
院
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
試
験
方
法　

　
面
接
（
全
員
）

○
試
験
日
時
・
場
所

　
後
日
、
応
募
さ
れ
た
方
へ
通
知

問　
国
保
病
院
総
務
係

　
　
（
☎
２
・
３
１
１
１
）

○
試
験
方
法　
面
接

○
試
験
日
時
・
場
所

　
後
日
、
応
募
さ
れ
た
方
に
通
知　
　

問　
車
両
係
（
☎
２
・
２
２
０
１
）

【
図
書
館
】

○
職
種･

募
集
人
数･

給
料･

応
募
資
格

・
フ
ル
タ
イ
ム
司
書
補
助
員　
１
人

　
月
給
：
１
４
１
，
９
０
０
円
～

　
資
格
： 

満
65
歳
未
満
の
健
康
な
方
で

休
日
の
勤
務
が
可
能
な
方
。

　
　
　
　

 

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
可
能
で
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
等
に
興

味
が
あ
る
方
。

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
図
書
館
業
務
補
助
員

　
１
人

　
日
額
：
６
，
９
０
０
円
～

　
※
経
験
年
数
に
応
じ
て
変
更
あ
り

　
※
勤
務
は
月
に
数
回
程
度

　
資
格
： 

満
65
歳
未
満
の
健
康
な
方
で

休
日
の
勤
務
が
可
能
な
方
。

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
可
能
な
方
。

・ 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
児
童
福
祉
会
館
代
替

管
理
人　
１
人

　
日
額
：
６
，
９
０
０
円

　
※
勤
務
は
月
に
数
回
程
度

　
資
格
： 

満
65
歳
未
満
の
健
康
な
方
で

休
日
の
勤
務
が
可
能
な
方
。

○
雇
用
期
間

　
４
月
１
日
～
令
和
５
年
３
月
31
日

○
応
募
方
法

　

 

３
月
11
日
（
金
）
ま
で
に
履
歴
書
（
顔

写
真
貼
付
）
を
図
書
館
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
の
場
合
は
、

締
切
日
当
日
必
着
と
し
ま
す
。

○
選
考
方
法
・
日
時
等

　
後
日
、
応
募
さ
れ
た
方
に
通
知

問　
図
書
館
（
☎
２
・
２
１
４
１
）

交
通
安
全
指
導
員　
募
集

　
子
ど
も
た
ち
の
通
学
を
見
守
る
交
通

安
全
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。
勤
務
は

４
月
か
ら
で
す
。

〇
募
集
人
数　
１
人 

○
主
な
業
務
内
容
と
勤
務
時
間

　

 

児
童
等
の
登
下
校
時
間
（
朝
・
夕
の

各
１
時
間
）
に
、
交
通
安
全
指
導
を

行
い
ま
す
。
そ
の
他
、
交
通
安
全
教

室
な
ど
の
お
手
伝
い
を
お
願
い
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
応
募
資
格

　

 

広
尾
市
街
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の

健
康
な
方

詳しくは、ＱＲコードからアクセスし、ご覧ください。
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
○
応
募
方
法

　
 

３
月
15
日
（
火
）
ま
で
に
、
履
歴
書

（
顔
写
真
貼
付
）
を
住
民
課
環
境
生

活
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。〔
郵

送
の
場
合
は
、
締
切
日
の
消
印
有
効

で
す
。〕

○
選
考
方
法

　

 

面
接
試
験
（
日
時
は
、
後
日
応
募
者

に
通
知
し
ま
す
）

問　
環
境
生
活
係
（
☎
２
・
０
１
７
１
）

女
性
の
婚
姻
開
始
年
齢
が

変
わ
り
ま
す

日
々
の
雪
か
き
は
安
全
第
一
で

有
効
期
間
が

10
年
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
申
請

で
き
る
年
齢
が
変
わ
り
ま
す

　
成
人
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
女
性
の
婚

姻
開
始
年
齢
（
結
婚
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
年
齢
）
が
見
直
さ
れ
ま

す
。
婚
姻
開
始
年
齢
は
現
在
、
男
性
18

歳
、
女
性
16
歳
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
、
女
性
の
婚

姻
開
始
年
齢
を
18
歳
に
引
き
上
げ
、
男

女
と
も
18
歳
に
な
ら
な
け
れ
ば
結
婚
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
で

既
に
16
歳
以
上
の
女
性
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、父
母
の
同
意
が
あ
れ
ば
18

歳
未
満
で
も
結
婚
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問　
住
民
係
（
☎
２
・
０
１
７
１
）

○
安
全
を
確
保
し
た
氷
雪
下
ろ
し

　

 　
屋
根
の
氷
雪
下
ろ
し
中
に
、
は
し

ご
や
屋
根
か
ら
転
落
す
る
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

 　
作
業
す
る
時
は
、
補
助
者
を
置
く

な
ど
複
数
で
行
う
と
と
も
に
、
命
綱

や
安
全
帯
を
装
着
す
る
な
ど
万
全
の

措
置
を
講
じ
、
自
身
の
安
全
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。

○
除
雪
機
に
よ
る
作
業
中
の
安
全
確
保

　

 　
除
雪
機
に
よ
る
除
雪
作
業
中
に
衣

服
を
巻
き
込
ま
れ
た
り
、
下
敷
き
に

な
る
な
ど
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

 　
除
雪
作
業
時
は
、
作
業
に
適
し
た

服
を
着
用
し
、
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た

ま
ま
雪
詰
ま
り
を
取
り
除
く
な
ど
の

作
業
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

問　
広
尾
警
察
署
（
☎
２
・
０
１
１
０
）

　
成
人
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
旅
券
法
が

一
部
改
正
さ
れ
、
令
和
４
年
４
月
１
日

以
降
、
18
歳
以
上
の
方
は
有
効
期
間
が

10
年
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
申
請
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

問　
住
民
係
（
☎
２
・
０
１
７
１
）

お
知
ら
せ

子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金
の
支
給

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
の

申
込
期
間
等
に
つ
い
て

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の

障
害
認
定
基
準
改
正

　
離
婚
等
に
よ
っ
て
現
在
児
童
を
養
育

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
さ
れ

た
方
の
う
ち
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
１

弾
に
申
し
込
ん
で
い
な
い
方
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
こ
れ
か
ら
取
得
さ
れ

る
方
も
含
む
）
を
対
象
に
、
最
大
５
千

円
相
当
の
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
の
申
込
受
付
が

開
始
し
て
い
ま
す
。

○
申
込
期
限

　
令
和
５
年
２
月
末
ま
で

○ 

対
象
と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
期
限

　
令
和
４
年
９
月
末
ま
で

○
そ
の
他

　

 

申
込
方
法
や
対
象
と
な
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
は
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
健
康
保
険
証
利
用

申
込
・
公
金
受
取
口
座
の
登
録
を
行
っ

た
方
に
対
す
る
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
は

令
和
４
年
６
月
頃
の
開
始
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
公
式
Ｈ
Ｐ
】

問　
商
工
観
光
係
（
☎
２
・
０
１
７
７
）

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
特
別
児
童

扶
養
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・
特
別

障
害
者
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
の
「
眼

の
障
害
」
の
認
定
基
準
が
一
部
改
正
さ

れ
ま
す
。

【
主
な
改
正
内
容
】

①
視
力
障
害

　

 

良
い
方
の
眼
の
視
力
に
応
じ
て
適
正

に
評
価
で
き
る
よ
う
、「
両
眼
の
視

力
の
和
」
か
ら
「
良
い
方
の
眼
の
視

力
」
に
よ
る
基
準
に
改
正

②
視
野
障
害

　
 

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
型
視
野
計
の
ほ
か
、

自
動
視
野
計
の
基
準
を
創
設

　
詳
し
い
基
準
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
児
童
係
・
福
祉
係

　
　
（
☎
２
・
０
１
７
２
）

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
育
て

世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
を
受
け
取
っ

て
い
な
い
方
を
対
象
に
、
対
象
児
童
１

人
当
た
り
10
万
円
を
上
限
に
支
援
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。

　
申
請
期
限
は
３
月
15
日
で
す
。
申
請

方
法
な
ど
の
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
生
児
（
３
月
31
日
ま
で
の

出
生
）
へ
の
給
付
金
は
、
出
生
届
出
時

に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

問　
児
童
係
（
☎
２
・
０
１
７
２
）
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介
護
予
防・福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
手
帳
の
交
換
を
行
い
ま
す

自
動
車
税「
種
別
割
」の

住
所
変
更
を
お
忘
れ
な
く

相
続
に
関
す
る
制
度
に
つ
い
て

北
海
道
総
合
計
画
を

見
直
し
ま
し
た

危
険
物
取
扱
者・消
防
設
備
士

試
験
日
程

　
令
和
３
年
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
手
帳
『
た
く
サ
ン
タ
ま
～
る
』
の

交
換
を
行
い
ま
す
。

○
交
換
期
間

　
４
月
１
日
（
金
）
～
28
日
（
木
）

○
申
請
に
必
要
な
も
の

　
① 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
手
帳『
た

く
サ
ン
タ
ま
～
る
』

　
② 

印
鑑

〇
交
換
窓
口

　
社
会
福
祉
協
議
会
（
公
園
通
南
４
）

○
注
意
事
項

　

 　
10
ポ
イ
ン
ト
以
上
で
交
換
可
能
で

す
。
10
ポ
イ
ン
ト
未
満
の
方
も
翌
年

度
に
繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

問　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
（
☎
２
・
４
１
１
０
）

　
自
動
車
税
の
種
別
割
は
、
４
月
１
日

現
在
の
登
録
に
基
づ
き
課
税
さ
れ
る
税

金
で
す
。

○ 

引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

な
ど
は
、
運
輸
支
局
で
変
更
登
録
を

し
て
下
さ
い
。

　

 

次
の
場
合
は
運
輸
支
局
で
登
録
手
続

き
が
必
要
で
す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

　
（
変
更
登
録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き

　
（
移
転
登
録
）

・
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き

　
（
抹
消
登
録
）

　
令
和
４
年
度
の
自
動
車
税
種
別
割
納

税
通
知
書
を
確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
、

３
月
中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

○ 

変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と
き
は

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部
に
ご

連
絡
い
た
だ
く
か
、道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
自
動
車
税
種
別
割
の
住
所
変

更
手
続
き
が
可
能
で
す
。

問　
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

（
☎
０
１
１
・
７
４
６
・
１
１
９
０
）

https://w
w

w
.pref.hokkaido.

lg.jp/sm
/zim

/address/index.
htm

〇
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度

　
相
続
に
よ
っ
て
生
じ
る
不
動
産
の
相

続
登
記
手
続
、
自
動
車
の
名
義
変
更
等

に
は
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
戸
籍
謄
本
が

必
要
で
す
。

　
法
務
局
で「
法
定
相
続
情
報
証
明
」（
無

料
）
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
何
通

も
の
戸
籍
謄
本
を
用
意
す
る
必
要
が
な

く
な
り
ま
す
。

〇
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

　
財
産
の
相
続
の
た
め
に
作
成
し
た
遺

言
書
を
自
宅
に
保
管
す
る
場
合
、
紛
失

や
勝
手
な
書
換
え
等
が
行
わ
れ
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
出
来
事
を
防
止
す
る
手

段
と
し
て
法
務
局
に
遺
言
書
を
預
け
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

遺
言
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
法
務

局
か
ら
相
続
人
等
へ
通
知
が
送
ら
れ
ま

す
。

　
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
法
務
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局

　
　
（
☎
０
１
５
５
・
２
４
・
５
８
２
３
）

　
北
海
道
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
や
、
デ
ジ
タ
ル
化
・

脱
炭
素
化
と
い
っ
た
動
き
を
的
確
に
と

ら
え
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
す
え
た
北

海
道
が
進
む
べ
き
新
た
な
道
筋
を
道
民

の
皆
さ
ん
と
共
有
す
る
た
め
、
道
政
の

指
針
と
な
る
北
海
道
総
合
計
画
を
改
訂

し
ま
し
た
。

　
改
訂
し
た
計
画
に
基
づ
き
、
感
染
防

止
拡
大
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
が
可

能
と
な
る
強
靱
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
本
道
が
有
す
る
多
彩
な
強
み
の
さ

ら
な
る
磨
き
上
げ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
本
格

的
な
加
速
な
ど
に
取
り
組
み
、
誰
も
が

安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
し
て
い

き
ま
す
。

　
計
画
の
内
容
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

「
北
海
道
総
合
計
画
」
と
検
索
し
て
く

だ
さ
い
。

問　
北
海
道
総
合
政
策
部
計
画
推
進
課

　
（
☎
０
１
１
・
２
０
４
・
５
６
３
０
）

　
令
和
４
年
度
の
危
険
物
取
扱
者
及
び

消
防
設
備
士
の
試
験
の
日
程
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

【
帯
広
会
場
】　

・
５
月
22
日
（
日
）

・
７
月
24
日
（
日
）

・
10
月
２
日
（
日
）

・
令
和
５
年
１
月
29
日
（
日
）

　
受
験
願
書
に
つ
い
て
は
郵
送
に
よ
る

提
出
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

電
子
申
請
も
可
能
で
す
。

　
詳
し
く
は
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
、
広
尾
消
防
署
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
広
尾
消
防
署
予
防
係

　
　
（
☎
２
・
２
７
３
０
）
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北
海
道
警
察
官　
採
用
試
験

財
務
専
門
官　
採
用
試
験

海
上
保
安
学
校
学
生（
特
別
）・

海
上
保
安
官　
採
用
試
験

　
警
察
官
の
仕
事
は
、
交
番
勤
務
や
犯

罪
捜
査
、
防
犯
活
動
、
交
通
指
導
取
締
、

災
害
救
助
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

あ
な
た
の
興
味
の
あ
る
こ
と
や
個
性
・

特
技
を
生
か
せ
る
幅
広
い
フ
ィ
ー
ル
ド

が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
北
海
道
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
受
験
資
格

　

 

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
（
令

和
５
年
４
月
１
日
時
点
で
18
歳
以
上

33
歳
未
満
）

・
Ａ
区
分

　

 

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
大
を

除
く
）
等
を
卒
業
し
た
者
（
令
和
５

年
３
月
末
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）

・
Ｂ
区
分

　

 

Ａ
区
分
以
外
の
者
（
学
校
教
育
法
に

よ
る
高
等
学
校
在
学
中
の
者
を
除
く
）

○
受
付
期
間

　
３
月
１
日
（
火
）
～
４
月
１
日
（
金
）

○
第
１
次
試
験

　
５
月
８
日
（
日
）

問　
広
尾
警
察
署
（
☎
２
・
０
１
１
０
）

　
財
務
省
北
海
道
財
務
局
で
は
、
財
政
、

金
融
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

活
躍
す
る
財
務
専
門
官
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
海
上
保
安
庁
で
は
次
の
と
お
り
採
用

試
験
を
実
施
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
海
上
保
安
学
校
学
生
（
特
別
）】

○
受
験
資
格

① 

令
和
４
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等

学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
13
年
を

経
過
し
て
い
な
い
者

② 

令
和
４
年
９
月
ま
で
に
高
等
学
校
又

は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
者

③ 

人
事
院
が
①
、
②
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
者

○
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
３
月
18
日
（
金
）
～
25
日
（
金
）

・
郵
送
ま
た
は
持
参

　
３
月
18
日
（
金
）
～
22
日
（
火
）

　
※
消
印
有
効

○
試
験
日
・
試
験
地

・
１
次
試
験

　
試
験
日
：
５
月
15
日
（
日
）

　
試
験
地
：
札
幌
市
・
函
館
市
・
小
樽

　
　
　
　
　
市
・
旭
川
市
・
釧
路
市

・
２
次
試
験

　
試
験
日
：
６
月
８
日（
水
）～
29
日（
水
）

　
試
験
地
：
小
樽
市

○
採
用
予
定
数　
約
２
５
０
人

○
採
用
予
定
日　
令
和
４
年
10
月

【
海
上
保
安
官
】

○
受
験
資
格

　

 

平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
者
で

① 

大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
、
以
下
同

じ
）
を
卒
業
し
た
者

② 

令
和
５
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
者

③ 

人
事
院
が
上
記
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
者

○
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
３
月
18
日
（
金
）
～
４
月
４
日
（
月
）

・
郵
送
ま
た
は
持
参

　
３
月
18
日
（
金
）
～
22
日
（
火
）

　
※
消
印
有
効

○
試
験
日
・
試
験
地

・
１
次
試
験

　
試
験
日
：
６
月
５
日
（
日
）

　
試
験
地
： 
札
幌
市

・
２
次
試
験

　
試
験
日
：
７
月
12
日（
火
）～
20
日（
水
）

　
試
験
地
：
小
樽
市

○
採
用
予
定
数　
約
30
人

○
採
用
予
定
日

　
令
和
５
年
４
月

　
※
海
上
保
安
大
学
校
入
校

問　
広
尾
海
上
保
安
署

　
　
（
☎
２
・
０
１
１
８
）

　
詳
細
は
、
財
務
局
採
用
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
受
験
資
格

① 

平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

② 

平
成
13
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

者
で
次
に
掲
げ
る
者

・ 

大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和
５
年

３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
者

・ 

短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
卒

業
し
た
者
及
び
令
和
５
年
３
月
ま
で

に
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
者

○
受
付
期
間

　
３
月
18
日
（
金
）
～
４
月
４
日
（
月
）

○
受
験
申
込
方
法

　

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
よ

り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

 http
://w

w
w

.jinji-shiken.
go.jp/juken.htm

l

○
第
１
次
試
験

　
６
月
５
日
（
日
）

問　
財
務
省
北
海
道
財
務
局

　
　
人
事
課
人
事
係

　
　
（
☎
０
１
１
・
７
０
９
・
２
３
１
１
）

広尾海上
保安署ＨＰ
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場

か
た
つ
む
り
カ
フ
ェ

の
び
の
び
サ
ロ
ン

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間

書
道
講
座

掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
毎
月
１
日
発
行
の
広
報
ひ
ろ
お
に
掲

載
す
る
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
（
様

式
は
任
意
）。

○
掲
載
可
能
な
情
報

　

 

町
民
（
又
は
団
体
）
が
主
催
す
る
イ

ベ
ン
ト
情
報
、
団
体
（
サ
ー
ク
ル
）

の
メ
ン
バ
ー
募
集
情
報
な
ど
、
公
益

的
な
情
報

（
注
） 

広
報
紙
へ
の
掲
載
が
適
さ
な
い

と
判
断
さ
れ
た
情
報
は
掲
載
を

お
断
り
し
ま
す
。

※ 

原
則
、
基
本
的
事
項
の
み
掲
載
す
る

こ
と
と
し
、
詳
細
情
報
は
折
込
チ
ラ

シ
か
、
代
表
者
へ
の
問
合
せ
で
伝
え

る
こ
と
と
し
ま
す
。

○
料
金

　

 

無
料
。
た
だ
し
、
チ
ラ
シ
を
折
込
み

す
る
場
合
は
、
有
料
と
な
り
ま
す
。

○
原
稿
の
提
出
締
切

　
４
月
号　
３
月
９
日
（
水
）

　
５
月
号　
４
月
７
日
（
木
）

○
提
出
先

　
企
画
課
ふ
れ
あ
い
の
係

　
※ 

郵
送
、
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

等
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
ふ
れ
あ
い
の
係（
☎
２・
０
１
８
４
）

　
も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
き
て
不
安

を
感
じ
て
い
る
方
や
ご
家
族
が
集
ま
り

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご

せ
る
場
で
す
。

　
認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

　
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
３
月
17
日（
木
）
10
時
半
～

○
場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
注
意
事
項

　
出
か
け
る
前
に
自
宅
で
体
温
測
定
を

し
て
発
熱
が
無
い
こ
と
や
体
調
不
良
で

な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
２
・
３
３
７
０
）

　
心
が
つ
か
れ
て
い
る
な
と
感
じ
て
い

る
方
が
誰
で
も
ホ
ッ
と
で
き
る
サ
ロ
ン

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
心
地
の
良
い
居
場
所
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
３
月
12
日（
土
）
午
後
１
時
半

○
場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○ 
内
容　
年
度
の
計
画
を
立
て
ま
す

問　
福
祉
係
（
☎
２
・
０
１
７
２
）

　
政
府
で
は
、
毎
年
２
月
１
日
か
ら
３

月
18
日
ま
で
の
期
間
を
「
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
等
に
よ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
の
増
加
傾
向

に
伴
い
、
国
民
生
活
を
脅
か
す
サ
イ
バ
ー

犯
罪
の
危
険
性
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
、

次
の
対
策
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

○�

Ｉ
Ｄ
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、自
分
自
身
で
し
っ

か
り
管
理

○�

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
は

ウ
ィ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
○�

パ
ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ
や
ウ
ィ
ル
ス
対
策

ソ
フ
ト
は
常
に
最
新
の
状
態
に

○�

身
に
覚
え
の
な
い
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ

イ
ル
や
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
開
か
な
い

○�

不
必
要
な
ア
プ
リ
や
信
頼
で
き
な
い

サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
な
い

○�

定
期
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
デ
ー
タ
を

保
存

○�

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
の
買
い
物

は
、そ
の
サ
イ
ト
が
本
物
か
よ
く
確

認
す
る

　
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
、
一
つ

の
対
策
を
講
じ
れ
ば
大
丈
夫
と
い
う
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
複
数
の
対
策
を
併

用
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

問　
広
尾
警
察
署
（
☎
２・
０
１
１
０
）

　
日
本
の
文
化
で
あ
る
書
道
を
体
験
し
、

価
値
を
深
め
る
こ
と
は
「
生
き
て
い
く

力
」に
も
通
じ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

文
字
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
心
を
表
現

す
る
「
書
」は
「
こ
と
ば
」と
「
形
」が

一
体
と
な
っ
た
独
特
の
芸
術
で
す
。思

い
を
込
め
て
書
か
れ
た
言
葉
は
輝
き
ま

す
。困
難
な
時
こ
そ
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に

楽
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　
３
月

　
　
　
　
1
日（
火
）・
8
日（
火
）

　
　
　
　
15
日（
火
）・
29
日（
火
）

　
　
　
　
午
後
５
時
～
７
時
半

○
会
場　
児
童
福
祉
会
館　

２
階
和
室

○
内
容　
硬
筆
、
ペ
ン
字
、
か
な
文
字

　
　
　
　
漢
字
、
写
経
な
ど

○
そ
の
他

・
参
加
無
料

・
事
前
申
し
込
み
不
要

・
書
き
た
い
も
の
を
持
参
可

・
用
具
な
ど
に
関
し
て
の
相
談
可

・
見
学
可

・ 
書
道
用
具
を
持
っ
て
い
る
方
は
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

問　
広
尾
町
文
化
協
会
所
属

　
　
広
尾
書
道
会　
代
表　
笹
川

　
　
（
☎
２・
３
２
７
８
／

０
９
０・
２
６
９
７・
６
７
９
８
）

町
民
か
わ
ら
版

※
注
意
※

催
し
は
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状
況

に
よ
り
、中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

催
し
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広尾町国民健康保険病院からのお知らせ

2022年4月1日よりSMILEドックが新しく変わります coming
soon！

〈お問い合わせ ☎2-3111〉
〒089-2622 公園通南4-1尾町国民健康保険病院

地方独立行政法人

 

膵がん・肺がん・乳がんコースを新たに加えた

6つのコースをご用意しました。
さらに選びやすくなったSMILEドックであなたに合ったコースが
きっと見つかります。

3月1日（火）より、外来の体制を
変更いたします。
詳細は病院窓口またはホームページでご確認ください。

※

※乳がんコースは2022年7月開始予定

風邪症状の
ある方

ご連絡がなく来院された場合は、待ち時間が長くかかる場合が
ございますのでご了承ください。

必 ず お電話で連絡の上、
来院くださるようお願いします。

感染防止対策にご協力をお願いいたします。

新型コロナウイルス感染防止
対策のため

外来の体制が変更になります

熱がある方
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シリーズ国民年金／地域包括支援センター

364

83

　
20
歳
に
な
っ
た
と
き
や
20
歳
前
に

就
職
し
た
と
き
な
ど
、
初
め
て
年
金

制
度
に
加
入
し
た
方
に
は
、
こ
れ
ま

で
「
年
金
手
帳
」
が
交
付
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
は
、「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

　
す
で
に
年
金
手
帳
を
お
持
ち
の
方

に
は
、
改
め
て
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
お
手
元
に

あ
る
年
金
手
帳
は
、「
基
礎
年
金
番
号

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書

類
」
と
し
て
引
き
続
き
、
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

■
再
交
付
す
る
と
き

　
紛
失
な
ど
の
理
由
で
年
金
手
帳
の

再
交
付
を
申
請
し
た
場
合
、
令
和
４

年
４
月
１
日
以
降
は
基
礎
年
金
番
号

通
知
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
申
請
日
が
令
和
４
年
４
月
１
日
以

前
で
も
、
交
付
日
が
令
和
４
年
４
月

１
日
以
降
と
な
る
場
合
は
、
基
礎
年

金
番
号
通
知
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

介
護
に
直
面
し
た
方
の
中
に
は
、

「
本
当
は
働
き
た
い
け
ど
、
介
護
の
た

め
に
離
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
、

仕
事
を
辞
め
て
し
ま
う
方
も
い
ま
す
。

ど
う
し
た
ら
働
き
続
け
ら
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

◆
仕
事
と
介
護
の
両
立
の
ポ
イ
ン
ト

①�

職
場
に
家
族
の
介
護
を
行
っ
て
い

る
こ
と
を
伝
え
、
必
要
に
応
じ
て

勤
務
先
の
「
仕
事
と
介
護
の
両
立

支
援
制
度
」
を
活
用
す
る
。

②�

介
護
保
険
の
申
請
を
行
い
、
あ
ら

か
じ
め
必
要
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
の

検
討
を
し
て
お
く
。

③�

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、

介
護
の
負
担
を
軽
減
す
る
。

④�
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
信
頼
し
、
何

で
も
相
談
す
る
。

⑤�
日
頃
か
ら
家
族
や
要
介
護
者
宅
の

近
所
の
方
々
等
と
良
好
な
関
係
を

築
い
て
お
く
。

⑥�

介
護
を
深
刻
に
捉
え
す
ぎ
ず
に
、

自
分
の
時
間
を
確
保
す
る
。

【
再
交
付
の
手
続
き
先
】

　
被
保
険
者
の
区
分
に
よ
り
手
続
き

先
が
異
な
り
ま
す
。

・�

国
民
年
金
加
入
中
の
方
（
第
１
号

被
保
険
者
・
任
意
加
入
被
保
険

者
）：
役
場
住
民
課
住
民
係

・�

厚
生
年
金
加
入
中
の
方
（
第
２
号

被
保
険
者
）：
勤
務
先

・�
厚
生
年
金
加
入
中
の
配
偶
者
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
方
（
第
３
号
被
保

険
者
）：
配
偶
者
の
勤
務
先

※�

お
急
ぎ
の
方
は
、
直
接
年
金
事
務

所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
必
要
書
類
】

・�

本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

・�

国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
（
領
収

書
）
な
ど
、
基
礎
年
金
番
号
が
わ

か
る
も
の
が
あ
れ
ば
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

問　
帯
広
年
金
事
務
所

　
　
（
☎
０
１
５
５・２
５・８
１
１
３
）

　
　
又
は
住
民
課
住
民
係

　
　
（
☎
２・０
１
７
１
）

◆
介
護
が
必
要
と
な
る
前
に
・
・
・

①�

介
護
保
険
制
度
や
仕
事
と
介
護
の

両
立
支
援
制
度
に
つ
い
て
確
認
し

て
お
く
。

②�

親
の
状
態
を
知
る
機
会
を
作
る
。

③�

親
の
主
治
医
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
、
要
介
護
認
定
を
受
け

る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
把
握
し
て
お
く
。

④�

き
ょ
う
だ
い
・
親
族
間
で
話
し
合

い
、
方
針
を
決
め
て
お
く
。

◆
両
立
支
援
に
関
す
る
制
度
と
は　

　
介
護
と
仕
事
の
両
立
支
援
に
関
す

る
制
度
に
は
休
暇・休
業
の
取
得
に
関

す
る「
介
護
休
業
制
度
」や
勤
務
場
所

に
関
す
る「
在
宅
勤
務
制
度
」等
が
あ

り
ま
す
。職
場
に
よ
っ
て
内
容
が
異

な
る
た
め
、勤
務
し
て
い
る
職
場
に
利

用
で
き
る
制
度
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
制
度
に
関
す
る
ご
相
談
は
、北
海
道
労

働
局
雇
用
環
境・均
等
部
指
導
課
ま
で

　
☎
０
１
１・７
０
９・２
７
１
５

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
２・３
３
７
０
）

介
護
し
な
が
ら
働
く
皆
さ
ま
へ

年
金
手
帳
は『
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
』に
変
わ
り
ま
す
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けんこうひろば 健康管理センター☎2－5122

 

 

広尾町成人歯科検診のススメ （今月の担当）　歯科衛生士　笹谷智世

歯科受診の理由
　　あなたはどっち？ 歯が痛む、詰め物が取れた、

入れ歯が合わない・・・３か月に１回、歯科で
お口のメンテナンスを
しています。

定期歯科検診を受診するメリット
◎ 生涯の医療費を抑える
◎ お口の健康が全身の健康につながる
◎「悪くなってから治療する」は歯の寿命を
　短くする
　などなど

　広尾町成人歯科検診は・虫歯の検査・歯周病の検査・歯垢、
着色の除去・かみ合わせ、飲み込み、入れ歯のチェックなどセ
ットで500円で受診できます。
　通常３,000円ほどかかる検診です（保険診療3割負担の場
合）。年1回、必ず受けましょう！
　詳しくは町内歯科医院または健康管理センターへ

妊
娠
届
出・

母
子
健
康
手
帳
交
付

　
妊
娠
し
た
方
は
速
や
か
に
届
出

を
し
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
母
子
健
康
手
帳

は
、
妊
娠
・
出
産
の
経
過
、
お
子

さ
ん
の
成
長
を
記
録
す
る
大
切
な

手
帳
で
す
。

持
ち
物　
印
鑑

場
所　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

時
間　
９
時
～
17
時

（
交
付
に
は
30
分
程
か
か
り
ま
す
）

妊
婦
一
般
健
康
診
査

　
母
子
と
も
に
健
康
な
妊
娠
期
を

過
ご
し
、
安
全
な
出
産
を
迎
え
る

た
め
、
必
ず
妊
婦
一
般
健
康
診
査

を
定
期
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
健
診
14
回
・
超
音
波

検
査
11
回
分
の
受
診
票
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

※�

健
診
が
14
回
を
超
え
た
場
合
、

申
請
に
よ
り
健
診
費
用
の
一
部

を
償
還
払
い
で
助
成
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

（
☎
２・５
１
２
２
）
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

幼
児
歯
科
健
診・

フ
ッ
素
塗
布

　
む
し
歯
予
防
の
た
め
に
、
歯
科

健
診
・
フ
ッ
素
塗
布
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

対
象　
１
～
５
歳
の
お
子
さ
ん

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
受
診

カ
ー
ド
、
健
康
保
険
証

実
施
医
療
機
関

〇
仁
愛
会
歯
科
☎
２・２
３
４
７

〇
な
か
の
歯
科
☎
２・４
２
２
８

○
広
尾
中
央
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
☎
２・６
５
１
１

成
人
歯
科
検
診

　
む
し
歯
や
歯
周
病
の
チ
ェ
ッ
ク

に
、
年
１
回
お
す
す
め
し
ま
す
。

対
象　
20
歳
以
上
の
町
民

料
金　
５
０
０
円

実
施
医
療
機
関

〇
仁
愛
会
歯
科

〇
な
か
の
歯
科

○
広
尾
中
央
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

申
込　
直
接
歯
科
医
院
へ
予
約

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
助
成

対
象　
①
65
歳
以
上

　
　
　
②�

60
～
64
歳
で
特
定
の
障

害
を
有
す
る
方

助
成　
１
回
上
限
４
０
０
０
円

※�

既
に
助
成
に
よ
る
接
種
を
受
け

た
こ
と
の
あ
る
方
は
対
象
外

実
施
医
療
機
関

広
尾
町
・
大
樹
町
の
病
院

※�

右
記
以
外
の
病
院
で
接
種
し
た

方
は
償
還
払
い
が
可
能
で
す

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
制
限
に
つ
い
て

　
現
在
、一
時
的
に
日
本
脳
炎
ワ
ク

チ
ン
の
供
給
量
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
定
期
接

種
対
象
者
の
う
ち
、
１
期
の
２
回

接
種
（
１
回
目
お
よ
び
２
回
目
）

の
接
種
を
優
先
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
定
期
接
種
と
し
て
接

種
が
受
け
ら
れ
る
年
齢
の
上
限
が

近
づ
い
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の

年
齢
を
過
ぎ
な
い
よ
う
に
接
種
を

お
願
い
し
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症（
個
別
）

検
診

対
象　

40
、
45
、
50
、
55
、
60
、

65
、
70
歳
女
性

実
施
医
療
機
関

広
尾
町
国
保
病
院
（
整
形
外
科
）

☎
２・３
１
１
１

料
金　
７
０
０
円
（
70
歳
の
方
、

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料
）
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ほんのおしらせ-BOOK- 図書館☎2－2141

出発!!移動図書館バス
３
月
８
日

（火）

錦町寿の家 １０：２５～１０：４０

Ａコープサンタ村前 １３：２５～１３：４５

豊似公営住宅 １３：５５～１４：１５

野塚郵便局前 １４：３０～１４：５０

３
月
11
日

（金）

丸山３丁目集会所前 １０：２５～１０：４０

丸山寿の家 １０：５０～１１：１０

役場前 １１：２０～１１：４０

音調津郵便局前 １２：０５～１２：２０

図
書
館
か
ら
の
お
願
い

『
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
！
』

新刊図書

３
月
の
行
事
予
定

こ
の
本
、い
か
が
で
し
ょ
う

　
図
書
館
の
本
を
返
し

忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

図
書
館
に
あ
る
本
は
大

切
な
資
料
で
す
。
返
さ

な
か
っ
た
そ
の
本
を
待
っ

て
い
る
人
が
い
ま
す
。

　
借
り
て
い
る
本
の
延

長
を
ご
希
望
の
方
は
電

話
で
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

広
報
折
込
み
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
認
知
症
世
界
の
歩
き
方

筧　
裕
介

◇
ド
ー
ル
服
づ
く
り
の
基
礎
の
き
そ関

口　
妙
子

文
学
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
月
曜
日
の
抹
茶
カ
フ
ェ

青
山　
美
智
子

◇
黒
牢
城
（
直
木
賞
受
賞
作
）

米
澤　
穂
信

児
童
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
な
ま
え
の
な
い
ね
こ

竹
下　
文
子

◇
あ
る
ヘ
ラ
ジ
カ
の
物
語

鈴
木　
ま
も
る

◇
日
時
：
３
月
９
日（
水
）10
時
30
分
～

◇
場
所
：
児
童
福
祉
会
館
２
階
和
室

◇
内
容
： 

絵
本
・
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
を
行

い
ま
す
。

◇
日
時
：
３
月
26
日（
土
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～

◇
場
所
：
図
書
館
絵
本
コ
ー
ナ
ー

◇
内
容
： 

絵
本
・
紙
芝
居
の
読
み

聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

　
世
の
中
の
お
や
く
そ
く
を
知
っ
て
い
る
と
自
分
も
周
り

の
人
も
気
持
ち
よ
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
42
の
習
慣
が
イ
ラ
ス
ト
付
き
で
全
て
ひ
ら
が
な
で
書
か

れ
て
い
る
た
め
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
大
人
の
方
ま
で

楽
し
め
る
内
容
で
す
。
改
め
て
お
や
く
そ
く
に
つ
い
て
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

サ
ン
タ
の
ぽ
け
っ
と
お
は
な
し
会

土
曜
お
は
な
し
会

『
お
や
く
そ
く
え
ほ
ん　
高
濱　
正
伸　
監
修
』

　
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
『
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
！
』
に

変
わ
り
ま
し
た
。
３
月
と

聞
く
と
、
出
会
い
・
別
れ

と
い
っ
た
言
葉
を
連
想
す

る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

中
、
何
か
自
分
の
興
味
の

あ
る
も
の
だ
っ
た
り
、や
っ

て
み
た
い
け
ど
ま
だ
実
行

で
き
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、

挑
戦
す
る
き
っ
か
け
を
本

か
ら
得
ら
れ
れ
ば
と
い
う

想
い
で
こ
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

を
作
成
し
ま
し
た
。

当面のあいだ、
本10冊、雑誌10冊借りれます。
貸出期間は２週間です。
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始めた瞬間絶望しました．．．大変だとは聞いていましたが、大丈夫だろうという変な自信が一瞬で打ち砕かれました。
積もる度にこの重労働．．．今まで憧れていた北海道の冬、雪と現実の生活はやっぱり違うなと実感しました。

愛媛のレモン販売！！
　浦幌町のTOKOMURO�Lab のイベントに参加してきました。実家のレモンや
ミカン、ウッドランタンの販売などを行いました。ブースに着きレモンの看板を出
した途端に軽い行列ができてしまって、準備が整わないまま販売を始めました。や
はり北海道の方には国産レモンは珍しいのかこれを目当てにお越しくださった方
もいました。持って行ったレモン、ミカンは共にほとんど売れて、予想以上の売れ
行きにとてもうれしくなりました。来年度は広尾町の方にも味わっていただける
ようイベントも予定しています。

北海道の雪
　北海道の本格的な雪を初めて体験
しました。積もる前までは、何センチ
積もるのだろう、でっかい雪だるま
作れるかな、かまくら作れるかなと
内心わくわくしていました。積もっ
た日の朝は白銀の世界が広がりかな
りテンションが上がりましたが、夕
方になり自分の車を出すのに除雪し

　
俳
　
句

（
寄
木
吟
社
）

う
ぐ
い
す
の
声
に
覚
め
た
る
前
頭
葉

寒
明
や
川
の
動
き
に
地
の
息
吹

浮
か
ぬ
目
で
の
ろ
の
ろ
歩
き
恋
の
猫

寒
明
や
二
代
目
の
二
次
試
験
い
ざ

薄
氷
を
歩
く
雀
の
及
び
腰

病
床
の
花
瓶
に
や
さ
し
梅
一
輪

鴬
や
そ
こ
ま
で
と
言
ひ
試
歩
の
杖

本ほ
ん
ま間　
紀の
り
こ子

髙た
か
な
み浪　
洋よ
う
こ子

佐さ

さ々

木き

蓮れ
ん

月げ
つ

中な
か
や
ま山　
道み
ち
代よ

石い
し
山や
ま
登と

志し

恵え

平ひ
ら
は
ら原
伊い

つ

こ
都
子

伊い

藤と
う
て
い
こ

　
短
　
歌

節
分
の
豆
ま
き
終
え
て
ひ
と
呼
吸

鬼
は
嫌
い
だ
人
情
大
事

本ほ
ん
だ田　
道み
ち
こ子

隊員日 記
Vol.70

広尾町
地域おこし協力隊

＼今月は澤村です！／

１年間を終えて
　この３月で広尾町での生活、地域おこし協力隊としての活動が１年経ちます。この１年さまざまな経験をさせてい
ただき本当に楽しい日々を過ごさせていただきました。そしてこの１年で出会った方々は本当に心が温かい方々ばか
りでお世話になりっぱなしでした。１年前広尾町を見つけ移住を決めた自分をほめてあげたいです（笑）来年度は広尾
町をより盛り上げるため新たなチャレンジも行います。たくさんの方と一緒に楽しんで活動できたらうれしく思います。

小さな雪だるまで満足しました小さな雪だるまで満足しました

レモンの島　岩城島のレモンレモンの島　岩城島のレモン
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広尾町子育て支援センター（☎2－2553）　〒089-2621　公園通北２丁目51番地２《ひろお保育園内》
車でお越しの方は、保育園の駐車場をご利用ください。駐車場内はお子さんの手を引き、車には十分気をつけてください。

お別れ会 今年度、最後の月となりました
日時　３月15～18日（火～金）10：30～
場所　子育て支援センター
対象年齢　 全児対象　（下の表を見てご確

認ください）
＊ 申し込みは不要です。４月から保育園に

入園されるお子さんとのお別れ会をしま
す。入園されないお子さんもぜひ参加し
てください。

　昨年同様、皆様には新型コロナウイルス
感染症対策にご理解、ご協力をいただきあ
りがとうございました。
　来年度も皆様に安心して利用していただ
けるよう感染対策に努めながら運営してま
いりますので、お子さんと遊ぶ時間を作る
場所としてぜひご利用ください。

３　月　の　あ　そ　び

月 火 水 木 金
１日

１　歳
２日
２、３、４歳

３日
０　歳

４日
０　歳

７日
２、３、４歳

８日
１　歳

９日
２、３、４歳

10日
０　歳

11日
１　歳

14日
０　歳

15日（お別れ会）
１　歳

16日（絵本大好き）
２、３、４歳

17日（お別れ会）
０　歳

18日（お別れ会）
２、３、４歳

21日（春分の日）
休　所

22日
１　歳

23日
２、３、４歳

24日
０　歳

25日
１　歳

28日
２、３、４歳

29日
１　歳

30日
２、３、４歳

31日
０　歳

こ
う
し
た
広
尾
っ
子
を
育
て
た
い

　
町
内
各
小
・
中
学
校
の
第
３
回
学
校
運

営
協
議
会
に
お
け
る
熟
議
で
、「
子
ど
も

た
ち
に
育
成
し
た
い
資
質
・
能
力
」
に
つ

い
て
交
流
し
ま
し
た
。

　
各
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
地
域
の
視

点
、
家
庭
の
視
点
、
学
校
の
視
点
か
ら
具

体
的
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
広
尾
小
学
校
で
は
、
優
し
さ
や
思
い
や

り
、
や
り
き
る
力
や
頑
張
る
力
、
自
尊
心

や
郷
土
愛
な
ど
が
出
ま
し
た
。

　
豊
似
小
学
校
で
は
、
表
現
力
や
観
察
力
、

努
力
す
る
力
や
自
ら
や
ろ
う
と
す
る
力
、

柔
軟
な
心
な
ど
が
出
ま
し
た
。

　

広
尾
中
学
校
で
は
、
学
力
や
技
術
力
、

主
体
性
や
積
極
性
、
向
上
心
や
精
神
力
、

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
な
ど
が
出
ま
し
た
。

　
ど
の
意
見
に
も
、
将
来
に
向
け
て
、
子

ど
も
た
ち
が
た
く
ま
し
く
健
や
か
に
成
長

し
て
欲
し
い
と
い
う
委
員
の
皆
さ
ん
の
熱

い
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
各
校
で
は
、
こ
の
熟
議
の
意
見
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
次
年
度
の
重
点
教
育
目
標

や
重
点
的
に
指
導
す
る
資
質
・
能
力
に
つ

い
て
計
画
を
立
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
３
月
に
行
わ
れ
る
第
４
回
学

校
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、
学
校
か
ら
計

画
が
提
案
さ
れ
、
決
定
す
る
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｓ
導
入
か
ら
３
年
が
経
過

　
町
内
各
小
・
中
学
校
に
学
校
運
営
協
議

会
が
設
置
さ
れ
、
そ
し
て
、
広
尾
っ
子
応

援
団
本
部
（
地
域
学
校
協
働
本
部
）
の
活

動
が
始
ま
っ
て
３
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
各
校
の
学
校
運
営
協
議
会
で
は
、
年
４

回
の
協
議
会
の
サ
イ
ク
ル
も
定
着
し
、
学

校
運
営
計
画
の
承
認
や
運
営
状
況
の
評
価

を
は
じ
め
、
目
指
す
子
ど
も
像
の
熟
議
等

も
熱
心
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
を
受
け
、
各
校
で
は
、
毎
年
、
重

点
教
育
目
標
を
決
め
、
意
図
的
・
計
画
的

な
教
育
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
重
点

単
元
を
決
め
て
、
全
校
体
制
で
指
導
に
当

た
っ
て
い
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

　

ま
た
、
広
尾
っ
子
応
援
団
本
部
で
は
、

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
中
心
に
、
地
域
の
皆

様
に
ご
協
力
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
き

ま
し
た
。
日
ご
ろ
の
広
尾
っ
子
の
頑
張
り

や
よ
い
所
を
褒
め
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も

た
ち
の
励
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
学
校
教
育
と
の
連
携
は
も
と

よ
り
、
家
庭
教
育
と
の
か
か
わ
り
も
大
切

に
し
な
が
ら
、
広
尾
っ
子
応
援
団
本
部
の

役
割
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

（
広
尾
町
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
髙
橋
）

ＣＳの
　窓から
ＣＳの
　窓から

広尾町のＣＳ
（コミュニティ・スクール）の
取組について紹介します
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卒業式（広尾高）
放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部　（ 14:00）

放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部　（ 14:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当：藤田医師）

広尾町文化賞・スポーツ賞表彰式（ 14:00～）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部（ 14:00）
乳幼児健診（◇広尾ファミリークリニック14:00）

運転免許証更新時研修（ 違反 10:00/ 優良 13:00/ 一般 13:45）
サンタのぽけっとおはなし会（図10:30）

年金相談（商工会館※要予約10:30）
放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部（ 14:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当：長島医師）

のびのびサロン（ 13:30）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

卒業式（広尾中）
お別れ会（ 10:30※１歳対象）
放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部（ 14:00）
乳幼児健診（◇広尾ファミリークリニック14:00）

絵本大好き（ 10:30）

お別れ会（ 10:30※0歳対象）
放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部　（ 14:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当：荒井医師）

お別れ会（ 10:30※２, ３, ４歳対象）

広尾町芸術鑑賞町民劇場「春のエンタメ祭」
（  第１回13:30～、第２回16:00～）

春分の日

放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部（ 14:00）

卒業式（広尾小・豊似小）
内科夜間診療（ 17:30※担当：山口医師）

土曜おはなし会（図10:30）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

内科夜間診療（ 17:30※担当：長島医師）

: コミュニティセンター　 : 健康管理センター　 : 子育て支援センター　 : 青少年会館
: 老人福祉センター　 : 広尾町国民健康保険病院　 : 町立図書館　 : 児童福祉会館
: 生活支援ハウスなごみ　 : 農村環境改善センター　 : 日曜営業給油所
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3月の予定
◇町の乳幼児健診を行うため、8日（火）14:00～15:20、15日（火）14:00～15:10は、広尾ファミリークリニックの一般診療を休診します。
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表紙の写真
卒業を控えた３年生を送り出す雪中予
餞会が開かれ、広尾高校全生徒が参加。
恒例の雪像作りやドッジボール、餅つ
きを行いました。３年生の鈴木翼

つ ば さ
颯さ

んは「今年はコロナ禍でも開催できて
良かった」と話しました。

休日当番病院　国保病院
人の動き　（　）内は前月比
�人　口　6,351人（−6人）
�男　性　3,078人（＋2人）
�女　性　3,273人（−8人）
�世帯数　3,233世帯（−4世帯）
内訳
�自然増減　−12
�　（出生２人・死亡14人）
�社会増減　＋６
�　（転入等12人・転出等６人）
�※外国人住民を含みます
�　（１月31日現在）
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